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【補足】 河川整備基本方針や河川整備計画における維持管理に関する記載の例

○河川整備基本方針における「河川の総合的な保全と利用に関する基本方針」の記載事例：九頭竜川（R5.12.22変更）

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針（抜粋）
（略）

河道内の樹木については、樹木の阻害による洪水位への影響を十分把握し、河川環境の保全・創出を図りつつ、洪水の安全な流下
を図るために計画的な伐採等の適正な管理を実施する。 また、河道内の砂州の発達や深掘れの進行等についても、適切なモニタリン
グ及び管理を実施する。

補足説明①

【いただいた主な意見】

○・・・河川の維持管理に関して数値目標がしっかり書かれているかどうかはお聞きしたい・・
（中略）・・維持管理がそこまで重きを置かれて記載されていないのではないかという印象・・・

○河川整備計画における「目標設定」の記載事例：後志利別川（R5.3.31変更）

1-3 河川整備計画の目標 （抜粋）
1-3-1 河川整備の基本理念（抜粋）

（略）
【河川の維持について】
洪水等による災害の発生の防止又は軽減、河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持、河川環境の整備と保全が図られる

よう、総合的な視点に立った戦略的な維持管理を行う。また、地域住民、関係機関と連携・協働した維持管理の体制を構築する。

維持管理に関しては、定性的な記載のみ。
河川環境は、整備目標が定性的なため、
維持管理の水準も明確になっていない。

治水に関する記載も定性的ながら、
「洪水の安全な流下を図るため」
という目的が明確化されている。

維持管理に関しては、治水、河川利用、正常流量、
河川環境のいずれも定性的な記載となっている。

「総合的な視点に立った戦略的な維持管理を行う」こととしているため、
河川環境に関しても、整備目標を明確化すれば、維持管理にも反映されるのではないか。

モニタリングに関する記載も、
治水の視点が重視されている。
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補足説明②

【いただいた主な意見】

○・・・生態系ネットワーク＝大型鳥類の保全にならないようにしていくことが大事・・（中略）・・何らか
の指標種を設けるとしても、その背景にどんな生態的なプロセスがあって、それを反映した指標を
設けているかということが重要・・・

【補足】

2河川を基軸とした生態系ネットワーク形成のための手引き（河川管理者向け（案））（河川環境課）（R2.2）

○生態系ネットワークの指標種の選定方法については、 「河川を基軸とした生態系ネットワーク形成
のための手引き（河川管理者向け（案））（河川環境課）」（令和２年２月）において「特定の生物を愛
護する活動であると誤解を招くおそれがあり、シンボル性だけを強調することには注意が必要とな
る」などとしている。引き続き、周知徹底を図る。



【補足】

補足説明③

【いただいた主な意見】

○・・・生態系ネットワークに関わっています・・（中略）・・国交省の中で、地整間で連携し、情報を共有し
ながら全体として底上げしていくような体制が構築されていない・・・

令和5年11月現在の
協議会設置状況

3水辺からはじまる生態系ネットワーク全国フォーラム

○ 「水辺からはじまる生態系ネットワーク全国フォーラム」等で、各地域間の情報共有を図っている。
今後は、「結果（成功したこと）の共有」だけでなく、「取組（苦労したこと）の共有」なども重視していく。



補足説明④

【いただいた主な意見】

○・・・毎回同じような政策を打ち出しては失敗することを繰り返し・・（中略）・・現場の中で政策が
消化しきれていない原因の分析が毎回しっかりと行われていない・・・

○国交省のさまざまな施策や指針が地方自治体に十分に伝わっていない・・・

【補足】

大河川、中小河川の技術資料の例
・大河川における多自然川づくり
・多自然川づくりポイントブックⅢ
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○多自然川づくりについては、ポイントや事例など
をまとめた技術資料を作成するとともに、セミ
ナーや研修等を行っているが、必ずしも現場へ
の徹底が図られていない。

○どの程度まで実施すべきか（目標）を明確化す
ることにより、多自然川づくりに取り組みやすく
なるのではないか。

○また、生物の生息・生育・繁殖の場が土砂の
堆積等によって維持できていない場合も、目標
が明確化されていれば、維持管理にも反映され
るのではないか。



【補足】
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補足説明⑤

多自然川づくりアドバイザー派遣の流れ

【いただいた主な意見】

○・・・気候変動の時代、災害多発時代において、復旧・復興をどう行うかということは非常に重要・・・

○今まで出てきた様々なアイデアが災害復旧にうまく生かされなかったとしたら、なぜそれがうまくい
かなかったのか分析をしっかり行い、能登の復旧復興ではできるだけ美しい、地域固有の自然環境
や風景を残す形で実現できるようにつなげていただきたい・・・

○・・・激特の5年という期限の中で、まずは安全、2次災害を防がなくてはいけないというマインド・・
（中略）・・できてしまった後に・・（中略）・・首をかしげたくなるような状況がある・・（中略）・・東日本大
震災だけじゃなく、・・（中略）・・胆振東部地震の被災地・・（中略）・・同様なことが起こっている・・・

○災害復旧においても、その全てで多自然
川づくりに取り組むこととしており、取組に
あたっては多自然川づくりアドバイザーを
活用する制度がある。

○ただし、多自然川づくりアドバイザーの
派遣は大規模な事業に限定している。
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【補足】

○災害復旧にあたっては、河川環境について整理し工法に反映することとして
いるが、河川環境情報の分析や工法への反映が十分に徹底できておらず、
特に都道府県においては河川環境の情報が限られる場合もある。

補足説明⑥

災害査定において整理する様式

河川環境特性に関する
整理票を提出し、災害
査定において確認。



補足説明⑦
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【いただいた主な意見】

○河川環境整備事業について、整備計画の中で目標が無い中で、どのように事業を実施するところ
を決めているのか・・・

【補足】
○河川整備計画で定性的に設定した目標を踏まえて、多自然川づくりに取り組んでいる。
○特に河川環境整備事業として自然再生に係る事業を実施しようとするときには、専門家、
行政機関、地域住民、ＮＰＯ等地域の多様な主体が参加・連携して、自然再生の必要性、目標、
目標達成の方法、管理・モニタリングの計画等を定めた「自然再生計画」を作成し、相互に情
報共有を図りながら取り組むこととしている。

カワラハハコ等の河原植物
が生育

水際にヨシ等が繁茂

自然営力を活かした
河原再生

澪筋変動によるﾜﾝﾄﾞの形成
仔稚魚が多数生息

整備後イメージ（連続性）

整備後イメージ（河原（ワンド））自然再生計画書の事例：阿賀野川（R3.3改定）



補足説明⑧
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【いただいた主な意見】

○かわまちづくり事業は（中略）利活用メインで、生態系保全・再生の思想が消えて、結果的に水際
の良い場所を破壊するなどの事象が起こっている・・・

【補足】 令和６年度からの新規制度

○かわまちづくりを実施するために必要な計画事項に「生物の生息・生育・繁殖の場の保全・創出
に関する取組」を追加し、水辺整備と自然再生を一体的に実施することが可能となるように制度
を変更する。

これまで これから

計
画
事
項

〇基本方針
○推進主体
〇ハード、ソフト対策の内容
〇維持管理 等

左記に加え
〇安全な河川利用に向けた取組
〇生物の生息・生育・繁殖の場の保全・創出に

関する取組

河川管理施設
（安全に水辺に近づける空間整備）

自然再生
（希少な河川環境の保全・創出）

小学生との水生生物調査

総合学習での自然体験

河川の安全教育
（河川の安全な利用の普及）

■かわまちづくり支援制度要綱の改定内容

R5までは、利活用に
関する記載が中心と

なっている。

R6以降は、生態系保全・
創出に関する記載を追記

する。



補足説明⑨

【いただいた主な意見】

○気候変動対策あるいは流域治水で実施されそうなツールに関して国の指針を・・（中略）・・示すべ
き・・・

【補足】

9
グリーンインフラの取組事例：斐伊川水系流域治水プロジェクト

○流域治水の推進にあたっては、生物の生息・生育・繁殖環境を保全・創出する方策を公表し、治水と
環境の両立を図ることとしている。ただし、有効な手法を周知する取組が不十分なため改善が必要と
考えている。



補足説明⑩

【いただいた主な意見】

○・・・流域治水と生態系ネットワークの回復の両面に役立っている場の維持や管理を支援するよ
うな仕組みを考えることは重要・・・

【補足】 令和５年度からの新規制度（＊）

○貯留機能保全区域の土地所有者の
負担軽減において、あらゆる関係者
の協力を促すため、河川管理者によ
る耕作放棄地や用水路における土砂
掘削等の環境改善（環境整備事業を
拡充）に係る制度拡充を実施した。

○洪水・雨水を一時的に貯留する機能を有する土地の区域のうち、浸水の拡大を抑制する効用が
あると認められるものを、土地所有者の同意を得た上で貯留機能保全区域に指定することとして
いる。

10（＊）特定都市河川浸水被害対策法に基づく特定都市河川が対象



補足説明⑪

【いただいた主な意見】

○・・・施策とか事業に落ちてくる段階で、それぞれの事業になってしまって、その時に環境整備で
あっても治水、治水であっても環境を考慮しているにも関わらず、そこが表現されていないところ
がすごくもったいない・・（中略）・・常に治水であっても、環境面でこういう工夫をして、それがコスト
に対してきちんと効果があるっていうことを示せるようにできるといい・・・

【補足】

○多自然川づくりで、生物の生息・
生育・繁殖の場を保全・創出し、
その効果を積極的にPRしている
例もある。

○全国の多自然川づくりの取組事
例を情報共有する「全国多自然
川づくり会議」を毎年開催してい
る。なお、意識向上を図るため、
優秀な事例は表彰している。

遊水地で、タンチョウの生息・
生育・繁殖環境となる湿地環境を

創出した取組をPRしている。

事例集によるPR例：遊水地整備＆利活用事例集 全国多自然川づくり会議

取組事例の発表
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代表事例の表彰


